
 

 

平成29年度第2回 仙台市総合教育会議 議事録 

 

  日 時  平成29年7月26日（水）15：00～16：40 

  場 所  仙台市役所本庁舎2階第2委員会室 

  出席者  仙台市長  奥山 恵美子 

仙台市教育委員会 教育長 大越 裕光 

仙台市教育委員会 委員  吉田 利弘 

仙台市教育委員会 委員  今野 克二 

仙台市教育委員会 委員  齋藤 道子 

仙台市教育委員会 委員  加藤 道代 

仙台市教育委員会 委員  花輪 公雄 

仙台市教育委員会 委員  中村 尚子 

   

  次 第 

１．開会 

２．協議 

（１）いじめ・自死の防止に向けた対応状況について 

３．その他 

４．閉会 
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１ 開  会 

○事務局 それでは定刻となりましたので、ただいまより平成２９年度第２回仙台市総合

教育会議を開催いたします。 

  本日、教育の振興に関する施策の大綱と、現行の仙台市教育振興基本計画を協議のた

めの参考資料といたしまして机上に配付させていただいてございます。 

  それでは改めまして、会議を招集いたしました仙台市長よりご挨拶を申し上げます。 

○奥山市長 皆様、こんにちは。 

  この暑さの中、またご用事の多い季節であるにもかかわらず、今年度２回目の総合教

育会議にご出席をいただきまして、まことにありがとうございます。 

  前回の会議は、４月末に起きました３度目の中学生の自死事案という、大変大きな事

案を受けてお集まりをいただきまして、忌憚のない率直なご意見を長時間にわたって

頂戴したところでございました。委員の皆様方のさまざまな立場からのご意見を伺い

まして、私も改めてこの間の施策、市長としていろいろ知恵を絞りながらやってきた

つもりではありましたが、まだまだ現場にとって不十分なところがあったのだろう、

また何よりも子どもたちに届いていなかった部分があるのだろうということについて、

さらに思いを深くさせていただいたところでございました。 

  また、何よりも委員の先生方もやはりこのことに大変心を痛められていて、そして強

い衝撃を受けつつも、さらに我々が一つに連帯した中で取り組んでいこうという強い

お気持ちを持っておいでだと感じることができましたのは、私にとって大変ありがた

いことでありました。 

  今日は、前回の会議の中で委員の皆様、また私から話をさせていただきました幾つか

の点について、この間の進捗や事務局として取り組んできたさまざまなことも含めて、

報告を伺いたいと思います。この問題はご承知のとおり、去る２３日に行われました

仙台市長選挙で市民の負託を受け、８月２２日にご就任される新市長さんのもとでも、

引き続き最重要の課題として取り組まれるというお話を伺っておりますので、そのこ

とにしっかりとつながっていくよう、今日の議論も深めてまいれればと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

２ 協  議 

（１）いじめ・自死の防止に向けた対応状況について 
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○事務局 それでは、以降の進行につきましては仙台市長にお願いいたします。 

○奥山市長 では、暫時の間、議長を務めさせていただきますので、進行についてよろし

くお願いしたいと存じます。 

  まず初めに、会議の開催に当たりまして、本日の議事録でございますが、教育委員会

側の署名委員として中村委員を指名させていただければと思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたしたいと思います。 

  それでは、協議に入らせていただきたいと思います。 

  協議議題につきましては、今、挨拶の中でも述べさせていただきましたように、いじ

め・自死の防止に向けた対応状況についてでございます。 

  本年４月の自死事案の発生以降、教育委員会とともにさまざまないじめ・自死防止に

係る取り組みを進めてきたところでございます。本日は、本年４月の自死事案発生以

降に実施してまいりました取り組みにつきまして、まだまだ途上のものもあれば、こ

の夏休みに精力的に取り組んでいただくもの、また９月以降にさらに時間をかけて取

り組まなければいけないもの、多々あるわけでありますが、まずは現時点での取り組

み状況についてご報告をいただき、これらについて教育委員の皆様のお考え、また今

後に向けたご提案などいただければと考えているところでございますので、どうぞよ

ろしくお願いしたいと思います。 

  では、まず初めに、教育長から資料の説明をお願いしたいと存じます。 

○大越教育長 今日、資料を２枚ほどご用意しておりますが、今、市長からもお話がござ

いましたように、本年４月の自死事案の発生以降、緊急に取り組んできた対応の状況、

さらに前回の総合教育会議においてご指摘のあったような点も踏まえて、また文科省

からもいろいろご指導もいただきながら進めてまいったところでございますので、今

現時点における対応状況について報告をいたすわけでございますが、一方で優先度の

低い事業等については今見直しも行い、実施を延期するなどして、教職員の負担を少

しでも減らす取り組みもあわせて行ってきております。 

  この間の対応につきまして、事務局から具体的な報告をさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○事務局 それでは、事務局から本年４月の自死事案発生以降に取り組んでまいりました

いじめ・自死の防止に向けた対応につきまして、ご報告を申し上げます。 

  初めに、配付資料１をご覧いただきたいと存じます。 
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  こちらの資料は、この間取り組んでまいりました対応について時系列にまとめたもの

でございます。このうち幾つかをご説明申し上げます。 

  まずは（２）でございます。各学校におけるいじめ事案について、解消したと思われ

るものや、配慮を要する児童生徒への事案など速やかに再点検を行うよう通知をし、

継続的な見守りなど対応についての確認や、情報の共有を各学校において行ったとこ

ろでございます。 

  次に、（５）学校・保護者・地域のいじめ防止に関する意見交換の実施でございます。

６月５日付で各学校宛てに既存の学校関係者評価委員会を活用するなどして、学校・

保護者・地域の三者によるいじめに関する意見交換の場を設けるよう依頼をしたとこ

ろでございました。この取り組みに係る実施状況につきましては、後ほど配付資料の

２によりご説明を申し上げたいと存じます。 

  続きまして、（７）全ての児童生徒との個別面談の実施でございます。こちらは４月

からの児童生徒の生活の振り返りを行うとともに、いじめ・体罰の有無や、広く悩み

や困り事などを話し合う個別面談を全ての児童生徒を対象に行うよう、６月７日付各

学校宛てに通知したものでございます。面談の内容については、校内で情報を共有す

るとともに、保護者との共有が必要な内容につきまして保護者への連絡、報告を確実

に行うよう指示したところでございました。 

  次に裏面にまいりまして、（９）校内いじめ事案の教育委員会への定期報告の実施で

ございます。こちらは各学校のいじめ事案について、学校と教育委員会が今まで以上

に情報を共有し、必要な連携が図られるよう、学校から教育委員会への報告を今年度

から年４回定期的に行うよう実施することとしたものでございます。これにより学校

と教育委員会の情報共有が図られるだけでなく、各学校におきましてもいじめの現状

や児童生徒の状況の把握、校内における情報共有と組織的な対応、そして保護者との

連携など、より的確に進めていけるものと期待をしているところでございます。 

  次に、（１２）いじめ防止・自死予防に係る学校及び教職員からの意見・提案の聴取

についてでございますが、今ご説明を申し上げてきたものも含め、さまざまないじ

め・自死防止に係る対応がございますけれども、こうしたものが教育委員会事務局か

ら一方的に発信して終わるのではなく、学校としての考え方や教職員の方々の生の声

を伺うことで、より学校現場に即した施策を進められるよう行ったものでございます。 

  主な意見といたしましては、少しでも児童生徒と向き合う時間を確保することが、い
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じめ・自死防止に向けた改善策となるのではないかというものや、教員はもとよりス

クールカウンセラーや養護教諭など専門職の増員を望むもの、また部活動や学校行事

などの校務の削減を教育委員会主導で行うことを望む声などがございました。その中

でも今初めに申し上げました児童生徒と向き合う時間の確保について、多くの声が寄

せられたところであり、教育委員会としてすべきことをしっかりと検討していく必要

があると受けとめているところでございます。 

  資料１の最後に（１４）市立全中学校に対する体罰アンケートの実施についてでござ

いますが、先週２０日木曜日に市内市立全中学校に対しまして、体罰等に関するアン

ケート調査の実施を依頼したところでございます。今後は小学校、特別支援学校、高

等学校に対しましても実施する予定としてございます。 

  それでは続きまして、学校・保護者・地域の三者による意見交換の実施状況について、

配付資料２に基づきご説明を申し上げます。 

  この三者による意見交換につきましては、６月５日付で各学校宛てに実施を依頼し、

その取り組み内容の教育委員会への報告については来月を提出期限としたものでござ

いますが、本日の資料は７月２１日までに報告があったものをもとに作成をしたとこ

ろでございました。 

  意見交換の場での主な意見といたしまして、学校に関することについては、児童生徒

への個別対応の視点を常に持ってほしいこと、多様性について考える指導が必要であ

ることなどの意見がございました。親や家庭に関することについては、親同士の交流

が必要であること、家庭でもいじめはだめだと繰り返し教えることが大切であること、

子どもの命を守るのは親であるという意識を持ちたい、家庭の役割について勉強した

り話し合ったりする場を設けるのもよいなどの意見もございました。地域に関するこ

とでは、地域でもさらなるネットワークをつくり、地域の力でバックアップしていき

たい。未然防止のためにも、自己肯定感を伸ばしてあげたい。地域、施設、民生委員、

町内会など、いろいろな立場で多様な視点で子どもを捉えることが大切と考えるなど、

地域の方々が積極的に子どもたちに関わっていこうという強い気持ちが伝わるもので

ございました。 

  この各学校における意見交換の実施状況につきましては、学校ごとにお便りなどを通

じて保護者の皆様にお知らせをするといった対応をとっているところでございます。 

  それでは、本日のこの資料の最後の４の発展的な取り組みといたしまして、西山中学
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校の事例を紹介させていただきます。 

  西山中学校では、先ほどの三者による意見交換を受けて、三者が共同で実施できるい

じめ防止の取り組みを生徒とともに検討するいじめ防止ミーティングを開催したとこ

ろでございます。大人だけでなく生徒が主体として参加し、四者での意見交換を行っ

たことが特徴的であり、終了後のアンケートからは、それぞれの立場から前向きな意

見が多く出されたというご覧のような報告を受けているところでございます。 

  資料２につきましては以上でございますけれども、今回の三者による意見交換の実施

状況報告にございますとおり、学校だけでなく保護者や地域の方々も当然ではござい

ますが、いじめ・自死の問題について自分たちでできることがあれば何とかしたいと

いう強い思いをお持ちであり、こうした点も踏まえながら今後さらに保護者や地域の

方々と積極的に情報共有を図るなど、連携を密にしながら、いじめ・自死防止に向け

た取り組みを一層進めてまいりたいと考えているところでございます。 

  事務局からの説明は以上でございます。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  この間、学校にとってはいろいろな通知が来たり、次々にやってほしいということが

来たりして、短期的には相当に負荷のかかる状況でなかったかなと私も思いますが、

さまざまな対策について今取り組みつつあるということで、心強くも思うところでご

ざいます。 

  それでは、教育委員の皆様からただいまの資料に基づいてでも結構ですし、この間い

ろいろとお考えいただいたこと、また地域や学校のさまざまな専門職の方、市民の

方々から教育委員の皆様にぜひこれを聞いてほしいというようなご意見なども、個別

に届いているかもしれませんので、そういったことを踏まえてでも結構でございます

のでお話をいただければと思います。吉田委員、よろしければトップバッターをお願

いできますでしょうか。 

○吉田委員 わかりました。 

  今回の事案、いじめ、それから自死の防止ということにつきましては、広く多くの方

に認識してもらうということが大切ではないかと思っています。私のほうからその認

識の広まりと、それから継続という視点から少しお話をさせていただきたいと思いま

す。 

  本来ならば今日のような議題項目でございますと、学校での子どもたちの人間関係の
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中から起きたことですので、できれば学校内で解決するというものがふさわしいこと

ですけれども、子どもたちの育ちの背景というものを考えますと、育ちとそれから社

会状況というのは複雑に交差しているところがございまして、なかなか学校単独でと

いうところに行き着かないところがあると思っております。したがいまして、できる

だけ多くの方々、市民の皆様の力、協力を得ながら、解決に向かわなければならない

と思っております。 

  そのためにも、このことに関する意識というものの広がりを大切にしていかなければ

ならないと思っています。実際、先ほど説明がありました配付資料のさまざまな対応

状況の中でも、市長さんがＰＴＡ協議会の会長研修会の中でも、このことについてお

話をなされました。それから、事務局でも、学校・保護者・地域との意見交換会を設

定するよう働きかけ、それも効果的と思っているところです。ただ、もう一つ願いた

いことがございまして、そこで終わるのではなくて、もう一段階進まなければならな

いと思います。先ほどの説明にもありましたけれども、資料２の西山中学校の例もさ

らにステップアップした活動を行っております。ですから、具体的に申し上げますと、

例えばＰＴＡ会長が保護者だけの集まりの中でそのことを提案してもらって話し合い

をしてもらうとか、地域代表の方が地域に戻って地域住民の方々でそのことを共有し

てもらうとか、そうしたことで、なお一層認識が広がっていき、それが一つの解決の

糸口に向かうのではないかと思っている次第です。 

  一方、その広がりと継続ということでございますが、こういうことに関する意識とい

うものは、時間とともに薄らいでしまうという傾向もあると思います。今たくさんの

具体の直結する解決策をさまざまに講じているわけでございますけれども、これもや

がて時間とともに数も少なくなっていくという可能性もあると思います。そうします

と、もう一つ別なあり方ということも考えなければならない。それは子どもたちの心

の教育に結びつくことと思っております。子どもたちが人間関係ということを考えた

ときに、道徳という教育の場があるわけでございますが、先日もその道徳の教科書の

採択の場面もありました。どの教科書もいじめに関する取り上げ方をしております。

ですから、そういう核となる道徳の時間で心の教育を行うということは、継続性に結

びつくと思っております。 

  もう一つ、これはいつも申し上げることですが、ふだんの授業の中でやってこそ、そ

れは確かなものになると思っています。どんなことかといいますと、よりよい人間関
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係づくりです。これはあらゆる教科の授業でやれると思います。実際、授業の場面で

は、いろいろな意見や考え方が出てきます。ですから、相手は自分とは違った考え方

を持つ。それから、表現活動でも競技活動でも、できる人、できない人、表現の内容

もさまざまであるということに気づく。その気づきをよりよいものとするために、授

業の中には教師というものが介在しますから、子どもたちに自分とは違う他人がいて

こそ集団が成り立っているということをよりよく気づくようなコーディネートをして

もらえば、即効性とか一夕一朝ではなかなか育つものではございませんけれども、確

かで本物のいわゆる心の力というものを、ふだんの授業の中で培っていくことができ

ると思っています。 

  ぜひ学校現場で続けていってほしいと思いましたので、繰り返し申し上げているとこ

ろです。以上です。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  吉田委員からは、まずは今回の資料１に出ていた私からお願いした学校での三者によ

る話し合いであるとか、またＰＴＡでの活動についても、ここに出たものだけで終わ

るのではなくて、これをきっかけにいかにそれぞれの関係の方々のところで、さらに

このことを継続的にテーマとして取り上げていただくか、それがあるいは教育委員会

や学校に対する提言につながっていけば、より前向きなものになる。また西山中学校

の事例についても、生徒も関わった形でさらに膨らみを持たせて、さまざまなこの問

題への向き合いを深めていくという、そのことがいろいろな形でこの仙台市の中で浸

透し、かつ広がっていくことがとても望ましいのではないかというお話でございまし

た。 

  何といってもさまざまな意識改革は、倦まずたゆまず続けていかないと、子どもたち

は常に新しくなりますし、保護者の方も常に変わられますので、あのときやったから

いい、この年度に一生懸命やったからいいというものではないと受けとめさせていた

だきました。そしてまた、これは吉田委員のある意味では持論でもございます、学校

の中心的な過ごし方の根幹は授業であって、その授業のさまざまな場面で子どもたち

が活躍して、自分の力に自信を持つようにつなげていくこと、そしてまた多様な仲間

たちがいて、その中で学びやいろいろな関係が深まっていくということを、小学校１

年生から中学生までの９年間という中でしっかりとじっくりと育てていくということ

が何よりも学校の大きな機能であり、またそこに役割もあることを忘れることなくと
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いうことでございました。本当にありがとうございました。 

  では、続いてお話を伺ってまいりたいと思いますが、齋藤委員、よろしいですか。 

○齋藤委員 私は地域から出ている委員ということで、非常に地域のいろいろな方々から

意見を頂戴しました。そこで感じたことは、一番は地域は実情をよくわからないので、

知りたがっていたということです。保護者でもなく学校でもないと、非常に第三者的

になってしまうので、多分遠慮があったということでした。ですから、市長から提案

していただいたような、この学校・保護者・地域のいじめ防止に関する意見交換会、

このような会を設けていただいたことで非常に自分たちが手伝えるすべが見えてきた

ということをおっしゃっていました。ただ、これは話し合いで終わるのではなく、今

も吉田委員がおっしゃったように、それを礎にそれぞれの学校や地域に合ったネット

ワークをつくっていくことが、これからの目標だということを強く私も感じました。 

  それともう一つ、感想として、いつもいじめと自死が並んで語られてしまうようです

けれども、一体のものではないのではないかという意見がありました。確かにいじめ

が自死につながる案件もありますが、それ以外の要因による自死もあることを考えて

いかなくてはならないと思います。自死に至ってしまった原因分析を専門的な力をか

りながら、その当該生徒を取り巻く環境や要素を客観的に真摯に捉えることが重要で

あるということも同時に感じました。 

  それと、先ほどもあったように、資料１の（６）で命を大切にする教育、まさにここ

の部分に全てが凝縮されると思いますが、命はその人だけのものではなくて、命があ

ること自体、人のために役立っているという自己有用性を、子どもたちにその時々で

わかってもらいたいと思います。資料２のほうでも、家庭のほうからの意見として、

子育ての幹は家庭教育であるとか、家庭での親子の触れ合いが大切だ、それから地域

からは、地域でどんどん中学生に活躍してもらいたいというような意見が出されたよ

うに、やはり親子で今まで生きてきた成長を振り返ってみるとか、それから地域と関

わることで地域には年老いた人もいるし、病気の方もいる。そういう方と触れ合うこ

とで生きているということの大切さを肌でわかったり、また、人に褒められたり、人

に喜ばれるということが自己肯定感につながって、自分や他人をも大切にできること

につながるということは、非常に大事な部分だと思います。 

  あと教育現場の立場から考えますと、教育現場は常にいじめを生まない学級づくりや

人づくりを目標に掲げているので、私たち教育委員会は、その教育現場の環境を整え
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ることがまず必要であるということを感じました。そのためにも資料１の（１２）に

いじめ防止・自死予防に係る学校及び教職員からの意見・提案の聴取とありますが、

こちらは実に現場の声であって、大変重要であり反映していかなくてはいけないと思

います。 

  今回自死に至ってしまった３名の生徒さんのご冥福を心からお祈りするとともに、私

たち全ての子どもの命を守る大人として、私はその当該校における子どもたちを二次

的な影響から守らなくてはならないということをここに強調したいと思います。この

二次的な影響というのは、例えばですが、マスメディアやＳＮＳでの拡散でうわさが

ひとり歩きしてしまったり、あとは決してあってはならない誹謗中傷などで学校や子

どもたちが傷ついているという現実も、地域の人からも聞こえてくるところがありま

す。そういうことを考えますと、私たち全ての大人たちがもう一度心して子どもたち

に向き合う必要があるということを感じました。 

  地域としてもちろん子どもたち一人一人と関わるということと同時に、資料２の３、

家庭や学校からの要望として、いろいろな子どもや家庭の困っていることを個人や家

庭にとどめないで、学校や地域の問題として取り組んでほしいとか、それからいろい

ろな立場で多様な視点で子どもを捉えることが大切というあたりから、世の中にはい

ろいろな考えを持った人がいることや、さまざまな人間がいるなど、どんな社会でも

壁にぶち当たって失敗をして乗り越えてきた人が周りにはたくさんいるということ、

そしてその人たちはいつでも相談に乗ってくれる、そういう地域の大人もいるという

ことを、子どもたちにはぜひ信じてもらいたいと思います。そのためにも学校、家庭

以外にも地域に居場所づくりのようなものを、私、地域の者としてはこれから力を注

いでいくべきと思いました。 

  この居場所は単に子どもだけのものではなく、親もそして大人も、それから高齢者も

集える場所であって、皆でつくっていくこと自体が、子どもへのメッセージとなるは

ずだと信じています。奥山市長がずっと提唱されておりました、市民総ぐるみのまち

づくり、市民協働のまちづくり、こちらの言葉を胸に、これから先地域も学校も家庭

も一体となって守っていきたいと思っております。以上です。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  齋藤委員からは、地域のさまざまな方から、その地域ではいろいろ報道等で事案があ

っても、実際どうだったのかということが見えてこないとか、地元の学校のことも意
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外と聞こえてこないということで、地域の方としてももどかしい思いをしつつ、ただ

地元の子どもたちのために何かをしてあげたいという、そういう気持ちは非常に皆さ

ん強く持っていらっしゃるということでございます。 

  やはり私たちは、簡単に学校を支える地域、家庭と言いますが、では具体的に地域で

していただきたいことは何なのか。地域でそれが可能になるために、どういう条件整

備が必要なのか。先ほどの吉田委員のお話でも感じましたが、議論をさらに具体のも

のにするためにどう深めていくかということが、今まで少しその手前でとどまってい

たのかなと私自身も反省するところであります。例えば地域という要素が大事だとな

ると、仙台市が進めるいわゆる区役所からいろいろな地域団体も始めている地域づく

りというものと教育の課題との接点をどうつくっていくか。どういうことを具体的に

は施策として考えていってバックアップすると、よりそのことの実現に近づけるのか。

いろいろご意見を伺いながら、具体の知恵を絞らなければいけないのかなとも思いな

がら、齋藤委員と吉田委員の話を伺わせていただきました。 

  今野委員からお話をいただいてよろしいでしょうか。 

○今野委員 いじめ・自死の防止に向けた対応状況の報告書を拝見いたしまして、今まで

もいろいろな対策を迅速に出されてきましたが、今回も１４の内容にわたりまして、

実施またはこれから実施する内容を含めまして、多くのことが打ち出されているなと

感じております。今回は特に、前例にとらわれず新しいものがあり、どちらかという

と今まではトップダウン的な割合が高かったですが、今回は広く意見を集めるとか、

ボトムアップ的な考え方が多く盛り込まれているということで、現実に即したいい案

が出てくればいいなと感じております。 

  例えば、（１２）ですが、この中に思い切って校務の削減をするとあるわけですが、

ぜひこれもやっていただきたいと思います。先生方はやはり児童たちと向き合う時間

を確保するということが一義的に一番大切なことのはずですが、報告書が次々と増え

ていく中で、それにとられる時間がかなり増えてきているという話も聞いております

ので、実態がどの程度なのか把握できておりませんが、例えば教育委員会などへの報

告書につきましても、思い切って削減する。そのための実態調査が必要かと思います。

報告書だけに限らず様々な書類等の作成について、平均的にどれだけの時間がかかっ

ているのか。また、その重要度はどうなのか。昔から１０年も２０年も同じ報告書が

あって、もしかしたら時代に即してないものもあるかもしれませんので、もう一度そ
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の重要度について見直しをできないかどうか。それから、簡素化できないか。あるい

は他の書類で代用できないか。実際に削減する時間の目標を設定して、議会のご理解

などもいただきながら進めていく必要があるのではないかと感じております。 

  それから、（８）児童会生徒会主体のいじめ防止活動の取り組みということですが、

これに関連して、ほかの自治体では現実に進めているものがあるようですが、例えば

クラスの中にいじめ対策のための生徒を組織化する。例えば学級委員と同じように、

何々委員みたいなものをつくって、それを１名だけではなくて複数名で、クラス全体

のＳＮＳであれば、その情報をほとんど把握できるような組織化をして、いじめを直

接やめさせるというよりも、情報を集めて先生方に早く知らせる。担任の先生やいじ

め対策の専任の先生などが、生徒の情報を集める組織化ということも、もしかすると

有効な方法なのかなと感じております。生徒同士ではかなり情報でつながっているよ

うでございますので、その中から情報を集めることをもう既にやっている自治体があ

ると聞いておりますので、内容を調べて検討してみるのもよろしいのではないかと思

っております。以上でございます。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  （１２）のさまざまなご意見が出された中で、やはり大きく占める問題として、児童

生徒と向き合う時間の確保、これはこの会議の場においても前回もお話をいただいた

ことでありますし、この間、議会でもこの点を中心にお話がされたということもござ

います。総論としてこのことの重要性を疑うところはないんですが、具体的に何から

やるかとなると、教育委員会事務局も正直言って難しかったというのも本当のところ

かもしれません。そういう意味では、改めて校務の削減についてどこまで本当に可能

か。また現場としてはどう考えていらっしゃるのか。またそのさまざまな調査の中に

は、市長部局や市長から、これをお願いしたいということで行っているものもあろう

かとも思います。市長部局や教育委員会事務局も、本当にこの調査報告等がどういう

形で簡素化、削減できるかということも、大いに考えていかなければいけないと思い

ます。ありがとうございました。 

  花輪委員よろしいでしょうか。 

○花輪委員 ４月の末に非常に痛ましい残念な事案が起こりましたが、この事案発生以降、

多くの対策、今日１４項目ということで示していただきましたけれども、それらが一

つ一つ当初の意向をきちんと実現して効果が上がるといったことに、私は期待したい
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と思います。 

  私なりにこの１４の項目について、どういう目的でこうした対策がとられているのか

考えてみました。事案以降とられたさまざまな対策、今回１４示されましたけれども、

この事案の本質をつかんで、いじめのない環境をつくるためのさまざまな施策という

ことは間違いありません。それを幾つか分けてみますと、まず１番目に、文書あるい

は通知による緊急の教員、生徒さん、保護者等の意識の向上あるいは啓発に関するも

のが幾つかあります。例えば１つ目、緊急メッセージ。３つ目、緊急通達。９つ目あ

るいは１０番目。こういうものが意識の向上あるいは啓発に関するものと位置づけら

れます。 

  それから、もう一度校内の現状をよく再確認してくださいというお願いも幾つかあり

ます。例えば２番目、それから７番目、８番目等々。さらには校長先生等に対する研

修あるいは講話をすること。４番目、１１番目、１３番目は、こういうカテゴリーに

入ろうかと思います。 

  さらには意見交換の場を設定するということで、５番目、これはこれまでにも挙げら

れてきました、学校・保護者・地域のいじめ防止に関する意見交換の実施ということ

です。もう一つが、いじめあるいは体罰等に関する調査、そして意見聴取ということ

で７番目、１２番目、１４番目等があろうかと思います。 

  最後に５番目として、いじめ防止教育に関するもの、６番目があろうかと思います。 

  このような形で割り切れるものではないですが、このように整理してきますと、現在

までのいろいろな施策というのは、発生した事案の本質は何だったのか。それを見き

わめるための検証活動と言っていいと思いますが、そういうものや、起こった事案に

対する再発防止のための施策、仕組みづくりなどが多いように思います。これは事案

が起こった後ということで当然早く早急に行うべきものということですが、例えば６

番目、命を大切にする教育については、長い時間はとてもかかりますが大事なのでは

ないかと思います。これからはそういう再発防止、予防策、そういうことに向けた多

面的で重層的な対応策が必要だろうと思います。 

  それから、既にいろいろな委員の方に指摘されていますが、学校・保護者・地域の

方々の中での意見交換、あるいは現場の最先端で教育を担っている各先生方からの意

見聴取、ここから出てくる切実な要求、要請ということもあろうかと思いますが、考

え方というのは非常に大事であって、単に意見を聞いたということではなくて、出さ
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れた意見の中から有用と思われることをさらに対応策として具体的に実施していくこ

とが必要なのではないかと思います。 

  ２つ目ですけれども、私は常々縦のつながりという言葉を使いたいのですが、今の小

中の生徒さんたち、高校も含めて、あるいは大学も含めてなのかもしれませんが、縦

につながる機会が少ないと感じております。昔に比べてないということで、これは弱

点なのではないかと思えております。ここで縦というのは、同じ学年の生徒たちだけ

で活動するということではなくて、学年を飛び越えていろいろな活動をするというの

が大切なのではないかという気がします。といいますのも、ご存じのように日本は核

家族と言われているように、子どもと親で一つの世帯をつくるということがありまし

て、関係性が非常にシンプルなままに来ているのではないかと思います。昔の家族構

成ですと、おじいちゃん、おばあちゃんがいて、お父さん、お母さんがいて、子ども

がいて、その子どももきょうだいがいてという家庭の中で、自分と親との関係以外に

も、自分とおじいちゃん、おばあちゃんの関係や、お兄ちゃんとお父さんの関係、あ

るいはお兄ちゃんとおじいちゃんとおばあちゃんの関係というように、いろいろな関

係性をその人たちが経験してきている、見てきているということで、家族というのは

いろいろな関係がある。家族の中ですら、いろいろな関係がある。さらには外に出ま

すと、自分より小さな子どもから、非常に上のお兄ちゃんお姉ちゃんまでまとまって

活動するような機会というのは、非常に多々あったと思います。そういう中でいろい

ろな人がいるんだと、弱者という言葉で言ってもいいと思いますが、中には幼いから

弱者という弱者もあるし、本当に例えば障害を持った方もその中にもいるということ

で、世の中には多様な人たちがいて構成されていて、そういう人たちも一緒に活動し

て何かをつくり上げるんだと、そういう経験というのが非常に重要であろうと思いま

す。いじめというのは、どうもそういうところに思い至らないというのが関係してい

るということで、私はそういう縦につながれるような活動の場を提供する。これは恐

らく学校という場を超えていると思います。そういう意味では、地域の方々の協力、

地域の活動というのが大事なのではないかと思いますが、そうしたところまで踏み込

んでいくような施策がゆくゆくはとれたらいいなと思います。 

  私の２つ目は、生徒たちが縦につながることができる活動を今後つくっていくべきで

はないのかなと思います。 

  ３つ目は、これは言うまでもないですし、皆さんそう認識していると思いますが、や
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はり迅速さというのが今あらゆる場面で求められているような気がします。時間的余

裕は、私たちには余りないのかなと感じています。もちろん拙速になってはいけませ

んが、迅速さが今一つの大事な要素として求められていると感じています。以上です。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  改めて現場の声を大切にして、聞くだけではなくて施策に必ず生かしていくというこ

とがないと、現場の信頼を得ることができないという点や、また子どもたちの社会に

おける異年齢の縦のつながり、このことの持つ子どもの人格形成上への影響といいま

すか、そういうものがなかなか自然にはできにくくなった中で、社会や地域が関与し

てどうそれを補う活動を構築していけるかという点についてもお話をいただきました。

ありがとうございます。 

  それでは、加藤委員、いかがでしょうか。 

○加藤委員 大分これまでに出たことと重なる部分が多いので繰り返しになることも多々

あると思いますが、まず、この間、十分できる限りのことをやっていただいたなとい

う感があります。ただ、市長も冒頭におっしゃったように、また教育委員会の中でも、

私が覚えているには吉田委員が事案発生直後におっしゃったように、さまざまなよい

と思うことをやりますが、それが本当に子どものところに届いていたのか、届いてい

なかったのではないかという部分がまだまだ残っていると思います。子どものところ

に届いたかどうかというのは、今後、本当に意味のある、そして無理のない取り組み

を継続していく上で非常に大事です。言いかえればいろいろな対策は、実施したとい

うことでは終わらない、それだけでは成果が判断できないということだと思います。

そのため、この間にいろいろなことはやった、でも、それが子どもたちのレベルに、

学校のレベルに、保護者のレベルにどう届いているのかという生の素朴な感触を含め

て、現場にとって役立っているのかどうかを検討することが、今後は、何より重要か

なと思っています。 

  そのことは、恐らくたくさんの報告書を上げていただくということではなく、「あれ

はよかったね」とか、「あの後子どもたちこうだよ」という、非常に素朴なレベルで

のコミュニケーションの中からわかることではないかと思います。それは、教育委員

会と学校、地域と学校、保護者と学校の中で交わされる会話の中で、全体の傾向とし

て何％どうだったかということではない、何となく「あれよかったよ」というフィー

ドバックをお互いにし合えることです。それによって、意味のある対策であれば残し
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ていく、それほどでなかったものであれば思い切って削除していくという施策づくり

につながっていくのかと思います。 

  その意味で、今回、全ての教職員にご協力いただいて実際的な声を伺うことができた

ことは大変ありがたいことだったと思います。これを聴取だけで終わらせないという

ことが非常に重要なことだと思います。 

  特に、これも繰り返しになりますが、児童生徒と向き合う時間の確保、それから校務

の思い切った削減というのが切実に届きました。新しい取り組みを増やすということ

はある意味容易ですが、それまであったものを減らすということは大変勇気の要るこ

とで、大変難しいことだと思います。しかし、減るものがないのに増え続けることは

無理があります。そのほかのご意見も、やはり加配教員とかスクールカウンセラー、

養護教諭、事務員の増員を求める声、つまりほかの専門職に任せるという方法での削

減というご意見と考えることができます。つまり教師がもう一人一人では抱え切れな

い多領域のニーズが教育現場にあふれ返っているのではないかと思います。 

  教育だけではない、例えば医療や保健福祉や事務の世界との連携によっても、もう少

しサポートできる方法があるのだろうかと思います。慣習的に継続されてきた業務、

時代の要請に合わせて、学校のことだから教師にお願いするということで増えてきた

業務が積み重なって、何を優先するのか、どう重みづけするのかということの整理が

難しくなってきているところだと思えば、やはり思い切りが必要だというその声に戻

るのだろうと思います。 

  教育局のほうでも既にいろいろお考えになってくださっていますし、また、教職員か

らは教育委員会に主導で行ってほしいという要望も上がっているようですが、何が実

際的に削減できるのかというのは現場にしかわからないこともあると思います。そう

いう意味で、今回教職員にいろいろお声をいただいたように、現場教師にもう少しご

協力いただきながら、具体的に提案をいただき、さらに意見を交わしながら、より実

態に沿った現場支援というものを教育委員会が目指していければよいと思っていると

ころです。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  前回も加藤委員、吉田委員からいただきましたが、さまざまによかれと思ってやるこ

とはやるんだけれども、それが本当に即、よいことにつながっているのか。それとも、

よかれと思ったが実際的にはかなり繁忙さを生んだり、悪くはないが即効薬とまでは
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いかなかったりという評価や、いろいろな受けとめが現場の中ではあるだろうと思い

ます。それを率直に受けとめてどう評価をしていくのか。ここも大変難しい話ではあ

りますけれども、ご承知のとおり、これまでやってきたことの評価、もちろん市長部

局は市長部局、また教育委員会事務局は教育委員会事務局なりに考えることはもちろ

んですが、あわせて全体について第三者の目で見ていただこうという委員会も今回市

長のもとに立ち上げるということで、今、最終的な人選の調整とかをさせていただい

ています。場合によってはそちらでこのことをさらに踏み込んでヒアリング等をして

いただいて、そこで例えば報告書の削減ならどういうことが可能か、現場の声を聞い

た上で目標を出していただくとか、そういったさらに具体の踏み込みが今後必要にな

ってくるかもしれないですね。ありがとうございました。 

  中村委員、お願いします。 

○中村委員 大分皆さんと同じようなことで重なってしまうのではありますけれども、私

は保護者という立場でここにいるわけですが、実際に私は、今回、学校関係者評価委

員会に出席してまいりました。そこで感じたことですが、やはりこの（５）のところ

が、とても私も今注目しているところであります。まず地域の方、それから町内会長

さん、そして全ＰＴＡ会長、児童館の館長さん、そして現役保護者など、さまざまな

立場の方が委員として出席していただいております。そしてそれぞれの立場からのお

考えをお聞きして、いじめを本当に皆さんが真剣に考えてくださっていることがよく

わかりました。当然、年齢も皆さん違いますので、これまでの経験に基づいた深い考

えだったり、それから専門的見地からのご意見をいただいて、自分が今まで思い及ば

なかったことなど、大いに気づきがありました。そして、どの方も子どもたちの安心

と安全を第一に考えてくださっている、それを望んでいる、学校、保護者、地域がみ

んな同じ方向を向いているんだということが確認できました。そして、終了時間にな

っても、皆さんまだまだ思いを伝えたいということで、本当に終わり時間が随分延び

てしまいました。そのくらい皆さんは本当に真剣に取り組んでいただいておりました。

そして、そこにやはり子どもたちの意見も入るといいねということも出ておりました。

大人からの一方的な投げかけだけではなく、子どもたちも、どうしてそういう投げか

けになったのかということを説明すれば、そこから自分たちに落とし込んで、そして

考えることにつながるということでした。 

  やはり、そういった意味で、この資料のほうにありました西山中学校の取り組みはと
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ても興味深いものです。資料にありますアンケートを見ますと、大人も子どもも本当

に充実したミーティングになったのではないかと思います。私たちはこうした取り組

みを今ここでこうやって目に見ることができますが、こういったことは多くの人の目

に見える形で伝えられていくといいなと、そういうことを望んでおります。そして、

各学校なりに持ち帰っていただいて、実際にやってみるところまで落とし込んでいた

だければ本当にありがたいと思います。 

  いじめについてこの三者での意見交換は今回初めてということで、何度も皆さんもお

っしゃっておりましたけれども、やはりこうした一歩踏み込んだ実動的な対策が必要

なのだと思いました。実際に私も参加してみて、そして、こうして西山中学校などの

資料を見てみても、地域も保護者もたくさんの意見を持っていることがわかります。

学校だけでなく、こういった方々とオープンに考えていくことが必要なのかなと思い

ました。 

  そのほかの部分では、児童生徒会主体のいじめ防止活動ということですが、取り組み

の事例を共有とありますが、もし既に事例が上がっているのであれば、まとめてきち

んとした形でなくても、スピード感を持って随時発信するなどの対応が必要かと思い

ます。そして、１０番の配慮を要する児童生徒への指導・支援に関する対応の通知な

どについては、やはり年齢が上がるほどほかの子と差を感じるもので、自尊感情がや

はり下がっていくこともあるのではないかと思います。そこで、その子の生きづらさ

が保護者と学校が共有できるような時間をとる、教育委員会から通知を出し、学校に

お任せするという形ではなく、そこは連絡をとり合って、学校から依頼がなくても例

えばスクールカウンセラーを同席させるなどの対応をして、どう指導して、どう支援

をするか、具体案がその場で出るようにするほうが前に進めるのではないかと思いま

した。 

  そして、皆様も先ほどからおっしゃっていますが、この１２番のいじめ防止の教職員

の方々からのご意見ですが、やはり子どもたちに一番近い現場の教職員の方々の意見

は本当に貴重なものです。今こういった状況になったからには、少ない人数で考える

よりも多くの人に広く意見をいただいたほうが拾えるものも増えると思い、対策もよ

りよいものになると思います。その観点からはとてもよいことだと思います。意見と

して出されているものは、これまでいろいろな場面で申し上げてきたことと同じなの

で支持ができます。しかし、先ほどからあるように、例えばこの中の一つであります
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児童生徒と向き合う時間の確保などは今までも言われてきたことでもあって、そして

このままだと何も変わらない。児童生徒と向き合う時間を確保しなければならないの

であれば、どうすればそれを実現できるのかということをもう一歩踏み込んで考えな

くてはならないと思います。 

  先ほど吉田委員から、例えばＰＴＡ会長が保護者と話し合うということが出ましたが、

私はＰＴＡ会長でもありますので、全員ではないですが、ある程度話をすることがで

きました。そうしたところ、例えば先生の時間を確保するにはどうしたらいいかとい

う話をすると、実際に案が出るんです。そこで、そうしたものを吸い上げて見えてく

るものもあるかと思います。そうしたことを今後は教育委員会から具体的に提案する

ことも必要ではないかと思います。 

  今回、三者での意見交換もとても素早い対応をすることができました。６月５日に通

知をいただいて、私の学校は６月７日が委員会でしたが、きちんとそのことを本当に

みんな真摯に受けとめて話し合いをすることができました。そして、実際にここに参

加し、同じ方向を向いているということを肌で感じ、そして共通認識を持つことがで

きました。今後はやはりこの対策をなすために、実動の部分での対応をしていかなく

てはならないということを私も今深く感じた次第です。以上です。 

○奥山市長 ありがとうございます。 

  今日のキーワードの一つとして、恐らくは、今までどちらかというとある程度抽象度

の高いレベルで、例えば児童と向き合う時間の確保ということは言われてきたが、で

は、その中でたとえ非常に小さいことであってもできることは何か。また、具体的に

言えばある程度の予算の枠組みと覚悟を持って取り組む中で、さまざまなレベル間の

施策を、市長は大きな財政の枠組みを考える視点から、また、現場からはさまざまな

現場としての声や工夫、この両側から具体を語り合っていかなくてはいけないという

のが、今日、各委員の皆様のお話の中で共通していたことかなと。 

  また、改めて、中村委員からも、現場の声というものの中にヒントが隠れているので

はないかということで、なかなかそれを今まで拾う場や機会や、特に私などもそうで

すけれども比較的遠い部分におりますと、どうしてもその意見が上がってくる中でま

とめられて、どこかで聞いたような意見になってしまうということ。先ほど加藤委員

のお話を聞いていて、ああ、なるほど、とてもわかりやすいお話をいただいたと思い

ましたのは、生の素朴な感触としてこの施策をやってくれと言われたこと、または現
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場でやっていることが素朴な感触として、いいと思えたのか、それとも、あまり使用

前、使用後、変わらないなというものだったのかとか、そういったことをどうしても

行政は数字に頼りがちなところはありますが、実感を大切にした評価というのも必要

ではないかというお話も各委員のご意見の中に共通していた部分があろうかなと思い

ます。 

  ただいま委員の皆様から、それぞれにこの間の報告を受けて、またこの間のご経験を

踏まえてお話をいただきましたが、一つ一つについて教育委員会としてどう思うかと

いうことをお答えすると時間がかかりますので、教育長のほうから、幾つかの点に絞

って教育委員会としての考えを聞かせていただければと思います。 

○大越教育長 ありがとうございます。 

  今、６人の委員の皆さんから、それぞれお話をいただきました。今回、いろいろと緊

急対策をさせていただきましたが、結果的には多様な意見を求めることができて、そ

の中で、やはり私たちは今後宿題としてそれを具体的な施策につなげていく、それを

論理構成していく、システム化していくということが求められるわけでございます。

その中で私なりに感じた共通項は、以前からキーワードとしてありました情報の共有

です。これは大人のほうに求められるものでございますが、管理職、教職員、保護者、

地域の大人がどう情報共有を持つかということ、これは意識を今まで以上に変えてい

く必要があると思いました。 

  市長からもお話がありましたように、子どもに届いていたかどうかという点で、子ど

もたちの意識が自分たちの時代とは全然変わってきています。自己肯定感をしっかり

持つ、自己嫌悪しないようにする、そうした以前は当たり前に思っていたことがなか

なかできない状況もあるということをみんなで情報共有して、そこから取り組みが出

てくるという点と、子ども自身にそうした意識を道徳等を活用して、自死予防教育と

いうのもさらに充実させていかなければならないという点では、最後には予防につな

げていけるようにするにはどうすべきかを考えていく必要があろうかと思います。量

的な予算を伴う施策は今後も可能な限りやっていく必要はあろうかと思いますが、恐

らくそれでは十分ではないであろうと感じています。そうすると、今後、いろいろお

話のあった質的な改善をどうしていくかというところで、最後はやはり、すき間の子

どもたちや保護者をそういう状態に置かないようにする、なくしていくというところ

に我々ももっともっと、次元を上げて取り組んでいかなければならないと感じました。 
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  そういう点では、多くの意見を聞くということからいろいろなヒントをいただけるこ

とが今回再確認できたということはよかったと思います。ただ、まだ取りまとめ中で

ございますので、今後しっかりと意見を集約した形で、具体的にいい施策を形にして

いくということに今後努力していきたいと思います。以上です。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  先ほどからの委員のお話として、長期的に取り組む課題として、やはり命を大切にす

る教育であるとか、そういったもの。教育長の言葉でいうと予防的になるような取り

組みが大事であって、いわゆる、緊急対策のようなものから長期的なものまで、視野

を足元から少し未来に向けて幅広にやる部分まで、何段階か考えていかないと、今こ

の問題が起こったから、さあと言って、慌てて何か対策ばかりやってみると、現場の

負担感だけで徒労に終わってしまうことも多いのではないかということもあろうかと

思います。 

  今日は大体１時間半ぐらいを私としては想定していましたが、今、一巡してお話を伺

ったところで、あと２０分ほどは議論を深めていただけるかなと思います。 

  先ほどお話をいただく中で、例えば今もお話がありました予防的な側面から命を大切

にする教育のあり方でありますとか、教育現場の環境を整備していくという一歩踏み

込んだ施策に、現場からの声をどう反映していくかということや、また、地域で子ど

もの居場所をつくっていくとよく言いますが、そのことについて具体的にはどういう

ことができるのだろうか、今、地域における社会資源といっても本当にいろいろなも

のがありますが、それらは本当に生かされているのだろうかとかですね。 

  また、最後に教育長からも話がありましたが、やはり親御さん、また児童生徒といっ

ても、本当に多様であります。どうしても委員会の場では、一律に児童生徒もしくは

保護者ということになりますが、実際の各学校、また地域においても、さまざまな家

庭的な経済面での困難、また家庭での親御さんの就業時間によっての子どもと接する

時間の多い少ない、また子どもさんも兄弟が多い少ない、さまざまな環境によって困

難の度合いが違ってくる。そうしたいろいろな面で、ある意味では経済的にいえば格

差と言ってもいいのかもしれませんが、そういう違いが保護者なり家庭の環境なり学

校の児童生徒のありようがあったりする中で、どうやって狭間に落ちそうな子どもな

りご家庭なりにアプローチをし、届くようにしていくのか。それらについて皆様方か

ら、お気づきの点などをお話しいただければと思います。 
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  例えば地域の居場所づくりというと、今までですと児童館ですとか、それから市民セ

ンターですとか、いろいろありますが、余り中学生の生徒が行きそうでもないような

気もしますね。昔、生涯学習課長をやっていた者がこういうことを言っていいのかと

は思いますが。地域の居場所として、今後、地域にあったらいい形、例えばこども食

堂のような形で、今までの社会教育事業とはちょっと違ったところから切り込んだ、

ＮＰＯですとかいろいろな地域の方々による活動とかも始まっていますが、どんなス

タイルの工夫とか新しさが必要だとお感じでしょうか。齋藤委員にお伺いしてよろし

いでしょうか。 

○齋藤委員 私は、まず子どもたちからは高齢者が元気をもらえる、それから高齢者が何

かしら子どもたちに伝えていく、先ほど花輪委員がおっしゃったように、各世代の部

分、それから異年齢の子どもたち、異年齢の大人たちとつき合うということが一番の

地域の根っこだと思っています。もちろんＮＰＯ活動が非常に盛んになることも大事

だとは思いますが、実は地域の中でやろうとすればできることはたくさんあるような

気がします。 

  学校、保護者、地域とのこういう意見交換会と同じように、だんだんそれぞれの立場

が歩み寄って話し合いをしている地域はたくさんあります。例えば、中学生が隣にあ

る児童館に放課後に来て、小学生、児童クラブの子どもたちと遊んで帰るという生徒

たちが結構いるということを耳にしたり、それから、小学校の放課後子ども教室で地

域の高齢者の方たちが子どもと一緒になって将棋を指したり囲碁をやったり工作をし

たりで楽しく過ごしていく。そのときにはもちろん異年齢の子どもたちが異年齢の大

人たちとつき合うということなど、居場所づくりはいろいろな形でできるような気が

します。 

  その一つとして私は、地域のリビングルームのような大人と子どもが自然に交流でき

る場が欲しいなと思っています。もっと平たく言えば、子どもたちが帰ってきてなぜ

靴を揃えなくてはいけないかとか、鉛筆はこうやって持つほうが書きやすいんだとい

う知恵を、年を重ねた人から自然に学ぶことができる場、それと同時に子どもからは

新鮮な情報を高齢者が教えてもらう場、そんなアットホームな居場所を作りたいと思

っています。 

  実は、自分の町内の町内会長さんに、ぜひ地域のリビングルームを集会所でやってみ

ませんかと提案しますが、言っている意味がわからないとなかなか理解していただけ
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ませんでした。それがある日、町内会で女の方たちがカラオケサークルをやっていた

集会所に小学生が３人ぐらい放課後に立ち寄っていったそうです。小学生は年代の上

の方のカラオケがよくわからないからカラオケはしないけれども、結局そこでお話を

したり宿題をしたりして帰っていったといいます。私は、実はそれが一番望んでいた

地域のリビングルームなのですと町内会長さんに言いましたら、そういうことでいい

んですねと気がついてくれました。地域での居場所づくりは様々な形でできる可能性

があることを強く感じます。 

  また、西山中学校の最後の言葉にもあるように、地域自体も一緒になって頑張りまし

ょうとか、生徒たちも、話を聞いてくれる地域の方々がいるんだということを感じて

くれているという感想は非常にありがたく、地域にぜひ知らせたいと思いました。 

  あとは、例えば夏祭りなど高齢化が加速して、パイプ椅子も運べない、机も運べない、

テントも立てられないような状態になっている地域がたくさんあると思います。その

あたりを中学生や高校生に企画段階から任せるというような新たな発想転換をしてい

くべき時期であるという気がしております。いろいろと細かい点になってしまいまし

たが、みんなで知恵を出し合えば、具体的な展開ができるような気がします。以上で

す。 

○奥山市長 ありがとうございます。 

  今まで地域のことというと、どうしても町内会活動支援であるとか団体ごとの仙台市

の助成金制度であるとか、なかなか横串を通すような事業に対して行政がお金を出す

というのも少なかったり、行政の施設は児童館とか市民センターとか、社会教育もい

ろいろな事業ごとに目的化されている部分がありますので、そうじゃないと予算がつ

きにくいということもありますが、そういう意味では、地域において子どもに活躍す

る場をつくって、いろいろな形で子どもが自分たちが大切にされている、もしくは自

分も地域の役に立っているということを、そのときは実感しなくとも、後から振り返

るとそういうことだったなとわかるような緩やかな人間関係みたいなものがあること

が望まれるのかもしれません。ありがとうございます。 

  ほかに何かお話ございませんでしょうか。花輪委員はいかがでございますか。大学と

は随分違う話になっているかとは思いますが。 

○花輪委員 また縦のつながりという点をもう一度言わせていただきたいと思いますが、

今まさに齋藤委員がおっしゃったことを頭の中で想定しながらお話ししたのですが、
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今の生徒さんたちの関係性というのはシンプルだと思います。自分と親、自分と教師、

自分と同じ学年の仲間という、非常にシンプルな関係性の中で行動している。しかし、

社会は実はそうではなくて、いろんな関係性があった中で、自分がそこにいて生きて

いる、生かされていると、そういう実感がなかなか立てにくいのだろうと思います。

それで同じ学年の中に弱者がいたときに、その子を受け入れたり一緒に何か行動をす

るということで、その子を助けたりといったことがなかなか考えにくい、そういう考

えが身につくような場というのは少ないと思います。 

  そうした意味で、地域の中で、齋藤委員がお話しされたように、本当におじいちゃん、

おばあちゃん、あるいは隣の人、知らない人でも同じ町内の人、そういう人たちのつ

ながりの中から、自分といったものがそういう中で生きていると実感するような経験

というのがすごく大事で、そういうものを我々がうまくつくることができるのであれ

ば、相当、いじめ問題も違った様相になっていくのではないかと私には思えます。 

  特に今の少子高齢化の中で核家族、それから兄弟が誰もいないという状況がかなり多

くなっている中で、やはりそこを壊すには地域の存在、地域の何らかの活動というの

がキーになるのではないかと思います。地域からというのが今後は非常に有効なもの

だと思います。 

○奥山市長 今のお子様方のシンプルな人間関係というのは、逆に言うと逃げ場がないと

いうことかもしれませんね。親にノーと言われる、例えば学校の先生にノーと言われ

なくても学校自体の成績が急速に落ちるとか、試験に落ちるとか、また、それによっ

て親御さんからもかなり厳しくいろいろなことが子どもに求められるとか。そうした

ときに、昔ですとおじいちゃん、おばあちゃんというような存在がいて、全部のおじ

いちゃん、おばあちゃんがそうだったかどうかわかりませんが、成績はほどほどでも

いいんだ、元気でいてくれればいいんだと言って、親の価値観と違う価値観が子ども

を慰めたり励ましたりしたかもしれません。今はなかなかそういうものが、家庭と学

校の中だけを往復していると持ちにくい環境になっているということの中で、地域が

あるいは疑似おじさん、おばさん、疑似おじいちゃん、おばあちゃんのような形で、

もう一つ視点がずれたところからその子のよさを盛り上げていけるような関係ができ

ないかと。それがどうやってお仕着せではなく自然な形でつくっていけるかというこ

とが、子どもの心に届くかどうかというあたりのポイントなのかもしれません。あり

がとうございます。 
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  中村委員、何か補足としていかがでしょうか。 

○中村委員 私は、やはり先生方の意見のところで、先生方に余裕が生まれるように何か

手を打ってもらいたいと思います。子どもたちの中でも、先生に話はしたいけれども、

先生がつかまらないということもあろうかと思います。やはり先生方もずっと、例え

ば月曜日から金曜日まで学校に行き、そして土曜日、日曜日、部活があり大会があり

ということになりますと、先生のほうも仕事も山盛りになってしまい、そうした中で、

もし生徒が何か先生に言いたくても時間がとれなかったりすることがあれば、やはり

タイムリーに今言いたいと言っているときに、受けとめてもらえるという形が一番い

いのかなと思います。本来であれば、そういった役目を保護者がするべきだと私は思

っています。こちらのいじめ防止に関する意見交換の中にもありましたが、子どもの

命を守るのは親であるという意識を皆さんがやはり持ってもらいたい。そこはそこで

キープしておいて、もし学校の中で何かあったときに先生にＳＯＳを出して受けとめ

てもらえる、そしてそこがすぐに受けとめてもらえれば、そこにはすごく信頼関係が

生まれてくると思います。やはりその信頼関係を築かないと、子どもからの意見もも

らえないと思いますし、子どもとの信頼関係がなければ親からの信頼も得られないと

思います。その結果両方よくない関係になってしまうので、そうした部分をつくるた

めにはやはり先生に時間の余裕が欲しいと思います。 

  先ほど私が申し上げましたように、お母さんたちと話をすると、実際にそれができる

かどうかは別にして、案がきちんと出てきます。そうすることで、皆さんと意見の共

有ができる。そして、そういうことがもしその小さな会議の中でもできるのだとすれ

ば、それが例えばＰＴＡ会長を集めて区ごとにしてみるとか、そういったことを何か

目に見える実動的なもので対応できていけば、もしかしたらどこかに突破口があるの

かなと思います。そのため、そうしたところをもう少し保護者などに意見を求めても

大丈夫なのではないかと思います。 

  教育委員会も手一杯のところがありますので、オープンに先ほど加藤委員がおっしゃ

ったように、やわらかい感じで聞いてみるということも必要なのではないかと今すご

く思っています。 

○奥山市長 ありがとうございます。 

  なかなか児童生徒や保護者の方も、先生はいつも忙しそうだから、何か声をかけても

申しわけないような、こんな話で先生の時間を使っていいだろうかというためらいが
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先に出てしまうというのは大いにあるかもしれませんね。聞いた話ですけれども、Ｐ

ＴＡの役員の方が引き継ぎの中に、先生の時間をたくさん使ってはいけないので、ご

相談事は簡潔にまとめて、先に考えてからポイントだけを短時間でお伝えすることと、

何かノートに引き継がれたとかと昔聞いたことがありましたけれども、それだけ気を

使っていただいているのかもしれないですね。 

  今野委員、いかがでしょうか。 

○今野委員 住んでいるところの町内でお祭りがあったり、あるいは豆まきをするという

ときに、最初はなかなか子どもが集まらないということもあったんですけれども、小

学校の校長先生のご理解をいただけるとたくさん送り込んでいただけたりするもので

す。多分おみこしを一緒に担いだ仲間というのは、ある意味連帯感ができたりするの

で、町内のそういう行事に参加するということは、学校だけでない組織の中で縦のつ

ながりも期待できますし、人間というのは何事も一緒にやるということで連帯感が生

まれてくると思いますので、ぜひ町内としても学校に少し働きかけて、子どもたちを

送り込んでいただけたらありがたいと思ったところです。 

  また、一番町の近くの話で恐縮ですが、なかなか子どもたちが学校に集まらないとい

うことの中で、少し話が違いますが、学区制を柔軟に運用しているところもあるよう

に聞いています。皆さんの話をいろいろ聞いてみると、先生方の人的な投資というの

もこれで終わりだということでないような気もしますが、中学校でいじめ対策専任の

先生だけで大変な予算と伺っておりますが、これをもう一段進めていくと、またこれ

も大変な数字になるというのは概算で聞いております。そのたびにどんどん増やして

いっていいのだろうかと感じたりもしているのですが、やはり、例えば今までの既成

概念をある程度変更して、私はたまたま学区制でないところしか行っておりませんの

で、１時間かけて通っていた友達もいたわけですが、今私が住んでいるところから通

える小学校が３カ所か４カ所ぐらいあるので少しずつ柔軟な学区制の運用をするとい

うことも、新たな校舎をつくるとか教室を増やすとかということもいろんな投資が大

変だと思いますので、ある程度柔軟に学区制を考えてみることによって、人件費など

をどのくらい抑えられるものかということも検討しておく必要があるのではないかと

感じています。 

○奥山市長 ありがとうございます。 

  いずれにしても、いろいろなマンパワー、特に教員サイドのマンパワーの充実という
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ことになった場合の人件費の問題、全体に対して例えば少人数学級のように教員数を

増やしていく問題と、また一方で、先ほどのお話のどこかでも出たようにスクールソ

ーシャルワーカーであるとか特別支援教育の支援員であるとか、また学校事務員であ

るとか、それぞれの専門領域に対して必要な手当てをしていく分、それぞれに特質が

あろうかと思います。学区の調整の問題も含めて、どちらにしても限られた財源にな

りますので、多角的にその辺の特質を考えていくという必要は出てこようかなと思い

ますね。 

  一緒に活動することの意義というお話などもありました。まさに学校はそのことを目

指しているとは思いますが、吉田委員、いかがでしょうか。 

○吉田委員 今人的パワーという話題もありましたので、いわゆる教育現場の環境整備と

いうところで、せっかく話題が広まりつつありますが、少し小さな視点で話をさせて

いただきたいと思います。やはり人的パワーですから、予算が伴いますので、かなり

難しいところはございますが、事実をここで皆さんに共有していただければなという

願いで話をいたします。 

  資料１の１０番に当たるところでございます。いわゆる配慮を要する児童生徒への指

導と支援ということでございますが、やはり多くの学校に配慮を要するお子さんはお

ります。そのことに対しては、教職員はもちろん当然ですが、子どもたちも十分に配

慮ある行動・言動をとっています。ところが、長い間、同じ空間におりますと、通常

の配慮ではカバーし切れないケースも出てくるわけでございます。そうなりますと、

以前、校内暴力が多くあった時代には、教員は必ず複数対応しなさいと言われており

ました。ですから、こういういわゆる配慮を要するお子さんが通常でなくなった場合

の配慮というのが教職員の複数対応というのが必要になり、あわせてもう一つの方法

としては、取り出し指導、いわゆる適切な取り出し指導を行うことが、お互いの学び

にとっていいことなのかなと思います。 

  その取り出し指導に対応できる、また複数に対応できる現体制の適任者といいますと、

やはり特別支援コーディネーターが一番ふさわしいと思っておりますが、その現実と

いうのが、特別支援コーディネーターの８割近くが学級担任と聞いております。その

ため、自分の授業、学級を置いてその現場に向かうということが非常に困難であると

いうところに、また一つの問題があると思っているところです。 

  今回の事務局の国に対する要望書にも専任化がうたわれております。大切なことだと
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思います。ただ、今言いましたように費用がかかるものなので、当分の間はなかなか

難しい。とすると、例えば授業時数を少なくする方法はないのかとか、いじめ専任教

諭との連携はどうなのかとか、そういうところから、事態が起きたときに適切に対応

していく体制づくりというものの知恵を出して考えていかなければならないのではな

いかと、教育現場の環境整備の視点から申し上げました。 

○奥山市長 学校現場の具体のお話をお伺いしました。ありがとうございます。 

  加藤委員からいかがでしょうか。 

○加藤委員 よく我々の議論の中に出てくる自己肯定感を育てるという問題と、いじめと

いう問題は、実はつながっていて、それは自分も他者も大事にするということだと思

います。その自分も他者も大事にするという行動は、自分が誰かから大切にされて初

めて、それをベースに、できるようになる行動だと思います。 

  ただ、誰かに大切にされるという環境にないお子さん、あるいはそれを感じることの

できない状況というのもあります。以前はその誰かというのは親、そして日本文化の

中では特に母親というように長いこと言われてきましたけれども、もはやそういう環

境にないお子さんたちのことも頭に入れるのであれば、誰か大人がその子どもに関心

を持って、その子どもを見てあげること、そして見ていてあげることがとても大事だ

と思います。誰かがその大人になれるというのは、私たち誰でもがその大人になれる

ということなのかなと思い、子どもたちが自分を好きになる、そして他者を受けとめ

ることができるようになるための教育に一人一人がささやかながら関わっていくこと

が大事ではないかと思っています。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  最後になりますが、教育長からは何か。 

○大越教育長 先ほどとも重複するかもしれませんが、今、加藤委員がおっしゃったこと

に同感です。子どもが皆同じようなお子さんの扱いでは済まない時代に入っており、

当然教員も子どもの心理、心情を理解して対応していかなければならない。ある意味

でスクールカウンセラーやソーシャルワーカーとの役割分担というのは大事ですが、

ではそちらが充実すれば丸投げしていいのかというと、そうではないだろうと思いま

す。そういう点で、保護者というのも本来は子どもとの関わりを十分見る立場にあり

ますが、一様ではない保護者もたくさんいらっしゃることも十分踏まえて、今おっし

ゃったように、保護者とは別の大人がきちんとそこを補完していくような仕組みを考
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えていく必要があるだろうと感じています。その中で教職員の増員というのも確かに

必要な項目ではあろうかと思います。 

  ただ、その中で私はやはりそれを実現したから、イコール、いじめ対策になるとは限

らないと思います。それは対策の一つにはなり得るけれども十分ではないと思うので

す。そこに、先ほども少し申しましたが、子ども一人一人の対応につながるような、

すき間を埋めるような対策、そこを補完して初めて網の目が小さくなるだろうと思い

ますので、そこを地域の方々のお力をいただいたり、専門職の力をいただき、総力戦

にしていくための施策の実現ということを一層考えていく必要があると再認識した次

第です。以上です。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  今日は限られた時間ではありましたけれども、この間、大変短期間の中で、教育委員

会として取り組んでいただいた１４項目の事業についての概要の報告、そしてまた西

山中学校の具体的な事例なども含めてお話をいただく中で、委員の皆様からそれぞれ

の大切な気づきのポイントをお示しいただいたと思います。 

  何よりも今、いろいろなご意見を伺う途上ではございますが、先ほどもありましたよ

うに、現場のお声、現場での課題の把握がどうなっているかということをさらに丁寧

に把握をし、なるべく実感のレベルが抽象化され過ぎないように、そのことに配慮を

しながら探っていかなければいけないということや、また、１つでも２つでもこれが

よかったというものがあれば、それはリアルタイムになるべく早く発信する。別にそ

れを全学校でやれということではなくて、多分多くのものがこれはやったらいいので

はないか、もしくはこれがよかったと思うという発信はこれから続くでしょうが、各

学校、本当に規模も地域のありようも違うわけですから、そのような中で、地域や学

校やＰＴＡで話をしていただいて、じゃあ我が校はここを中心にやってみようか、じ

ゃあ生徒にも入ってもらおうという学校もあるでしょうし、いやいや、うちは小規模

校で生徒と地域は常に話し合っているから別の角度から取り組んでみようと。先ほど

お話にあったように、じゃあお祭りのおみこしに今度は少し学校に協力してもらって

全員参加でやってみようとか、いろいろなやり方はあるだろうと思いますので、それ

ら具体に何ができるかということを一歩踏み出していく必要があるだろうということ。 

  そしてまた、最後の加藤委員のお話によると、まず自助努力で解決していくことが難

しい環境にある親御さんや生徒に対して、地域の側からどういうアプローチができる
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か、また、行政の側からそこにどういう支援ができるか。それらについてもやはり具

体に踏み込んで議論を深めていく必要があるだろうなと感じたところでありました。

大変多岐にわたるご意見を賜りましてありがとうございました。 

  それでは、今日の総合教育会議はここまでとさせていただきまして、このことも含め、

今後とも皆様のご意見をいただければと思っているところでございます。本当にいろ

いろとありがとうございます。 

 

３ その他 

○奥山市長 事務局から何か連絡というのはありますでしょうか。 

○事務局 それでは、次回の会議でございますが、日程につきましては改めて調整させて

いただいた上でご連絡をさせていただきたいと存じます。 

○奥山市長 では、教育長からどうぞ。 

○大越教育長 私のほうから、その他ということで、４月末に起こった事案についての今

後の詳細調査の状況でございます。 

  教育委員会におけるいじめ問題専門委員会の委員の選任というところで、今、鋭意調

整を進めているところでございまして、ご存じのように、この間、遺族からの委員の

推薦ということでのご希望も踏まえまして、そしてこの委員会は既存の委員会であり、

今までの委員でおやめになった委員も何人かいらっしゃいますので、その後任の調整

が今まだ完全に終わったわけではありません。今、間もなく調整は最終段階になろう

としているところでございますので、その目途がつき次第、委員会への諮問等、しっ

かりと進めていきたいと思っております。今日は具体的なスケジュールまで述べるこ

とができませんが、この点については準備をしっかり進めてまいりたいと存じます。

以上です。 

○奥山市長 ありがとうございました。 

  市長のもとに立ち上げる考えの委員会も含め、教育委員会の専門委員会も含め、いず

れにしても迅速にというご要望の強い委員会でございますので、我々事務局もそれぞ

れにしっかりと連携しながら力を尽くして、早期に前に事態が進むように努めていき

たいと思います。引き続きいろいろなご助言をお願いしたいと思います。 
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４ 閉  会 

○奥山市長 それでは、特にこれ以上その他もないようでありますので、以上で本日は閉

会とさせていただきたいと思います。長時間ありがとうございました。 

 

 


